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2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～はじめに～



なぜ阪神港の運営会社が内陸にコンテナデポを？

利便性向上により阪神港の集貨機能を強化するため

コンテナラウンドユースによる物流効率化に貢献！

荷主・フォワーダー様のメリット

⇒輸送コスト・CO2削減

ドレージ事業者様のメリット

⇒ヘッド回転率・ドライバー稼働率向上

2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～はじめに～



2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～概要～



所 在 地：滋賀県甲賀市水口町さつきが丘8

利用船社 ：OOCL, WAN HAI, CMA-CGM, SINOTRANS

運 営 者：阪神国際港湾（株）

作 業 者：滋賀運送（株）

敷 地 面 積：約3,000㎡

施 設：トップリフター1基

「阪神インランドコンテナデポ 滋賀みなくち」の概要

2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～概要～



2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～仕組み～

(例)



デバンニングとバンニングの
タイミング調整が必要！

2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～仕組み～



阪神ICDを介すことで、
CRUの実現可能性大幅アップ！

阪神ICDの機能
・コンテナチェック
・コンテナ積み卸し
・簡単なコンテナ清掃
・コンテナ蔵置
・EIR発行
・コンテナシール渡し

2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～仕組み～

(例)



これまでの輸送の流れ

物流効率化、環境対策が課題

２．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～活用事例～



阪神ICDを介したCRU開始後

輸入荷主と輸出荷主のマッチングにより

輸送コスト・CO2削減に貢献！

総輸送時間（待機時間除く）

約8時間⇒約4.5時間に削減！

2．阪神インランドデポ 滋賀みなくち ～活用事例～



詳細は、阪神国際港湾株式会社の
下記お問い合わせ先までご連絡ください。

阪神ICD

担当部署 営業部

(078) 855-3206

senryaku@hanshinport.co.jp

3．お問い合わせ先


